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上げられ、宇宙空間からのインフラモニタリングなどの新たな
技術の可能性が期待される一方で、安全保障上の問題や倫理な
どの課題もあります。今回のセミナーでは、宇宙開発をめぐる
論点と今後の方向性について解説していただきます。
●日　時　2021年7月2日（金）16:00～18:00

●形　式　オンラインセミナー（ZOOMウェビナー）

●話題提供者　東京大学　中須賀真一
●コメンテーター　清水建設（株）　寺村隆男
●討議者　鹿島建設（株）顧問　田代民治

見学会（中止および代替イベントの開催）

　「福島見学会」は新型コロナウィルスの感染再拡大を受け、
現地での開催を中止し、代替イベントとして「福島リモートス
タディツアー」をオンラインで開催します。福島第一原発、中
間貯蔵施設からの現地レポートおよび、菅野典雄氏（飯館村前
村長）と田中俊一氏（原子力規制委員会初代委員長・飯館村在住）
による福島の復興をテーマとした対談で構成する予定です。
●日　時　2021年6月25日（金）15:00～17:30

●形　式　オンラインセミナー（ZOOMウェビナー）

ZOOMに接続できない方のためにYouTube配信を予定してお
ります。 セミナー終了後にYouTubeをHPに掲載いたします。

第1回 小研究会の活動報告

　第1回イブニングセミナーは、当研究会に設置されている
3つの小研究会の活動報告です。
●日　時　2021年6月2日（水）18:00～20:00（予定）

●形　式　オンラインセミナー（ZOOMウェビナー）

●内　容　①伝統的工法のルネッサンス（再生）を考える小研究会
   報告：東京工業大学　真田純子
   コメンテーター：東京大学　知花武佳
   ②海外インフラプロジェクトの発注者視点を学ぶ小研究会
   報告：清水建設　寺村隆男
   椙山女学園大学　大串葉子
   コメンテーター：日本大学　福田 敦
   ③明日の道路を考える小研究会
   報告：東京理科大学　柳沼秀樹
   コメンテーター：国土交通省　手塚寛之

第2回 宇宙はいったい誰のもの？
 ─宇宙時代に向けた新たな社会システム

　地球上の資源獲得を巡り、国際競争が激化する中で、月や火
星が最後のフロンティアとして注目を集め、各国は技術開発を
進めています。低コストの民間の小型商用ロケットも多数打ち

イブニングセミナー

見学会

イブニングセミナー

第12回通常総会開催
新体制スタート

第6代
羽藤英二会長
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　第12回通常総会と合同役員会が4月22日（木）13時より全日通霞が関ビル8F 大会議室Cにて行われました。新型コ
ロナウィルス感染症が再度拡大の状況にある中、前年度と同様、メールまたはFAXによる議決権行使と併せ、極めて
小規模な形式で開催しました。本年度は新型コロナウィルスの影響を勘案し、企業会員の会費負担の臨時軽減措置を
とることになりました。

　なお、当会会長は、第5代の家田仁会長から第6代の羽藤英二会長に交代し、総会翌日の4月23日（金）より新体制
での活動が始動しました。

第1号議案 

2020年度事業報告および決算

第2号議案 

2021年度事業計画および予算

第3号議案
役員等の選任

新役職 氏名 所属・役職 備考

代表理事・会長 羽藤　英二 東京大学　教授 企画委員長兼務

理事・会長代理 岩倉　成志 芝浦工業大学　教授 経営委員長兼務

理事 茶木　環 作家／エッセイスト 広報委員長兼務

理事 金子　雄一郎 日本大学　教授 幹事長兼務

理事 寺部　慎太郎 東京理科大学　教授 会長代理を退任

理事 徳山　日出男 政策研究大学院大学　客員教授

理事 白木原　隆雄 （一社）計画・交通研究会 新任、事務局長兼務

監事 福田　敦 日本大学　教授

監事 遠藤　秀彰 （株）大林組　東京本店営業部長 新任

旧役職 氏名 所属・役職 備考

代表理事・会長 家田　仁 政策研究大学院大学　教授 退任

理事 清水　英範 公益社団法人 日本測量協会　会長 退任

理事 屋井　鉄雄 東京工業大学　副学長・教授 退任

監事 塙　守幸 （株）大林組　営業総本部営業担任本部長 退任

1. 理事・監事の選任

News Letters:
活動報告

第12回通常総会

第6代　羽藤英二会長　新体制スタート ～第12回通常総会開催～

　なお、退任する理事、監事は以下のとおりです。

総会の様子

News Letters: 活動報告
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第4号議案 

新型コロナウィルスの影響を勘案した企業会員の会費負担の臨時軽減措置について
1. 2021年5月末日までに申し出のあった法人会員並びに法人賛助会員につい
て、会費を35%軽減する。
2. 当面2021年度に限った臨時措置とする。
3. 当会会員は、上記の臨時軽減措置が適用された会員名を閲覧することがで
きるものとする。

第5号議案 

定款改正
1. 社員総会の開催時期の改正（4月開催 ⇒ 決算後3カ月以内（4、5、6月））

2. 電磁的方法、オンライン開催の追加（社員総会、理事会、評議員会）

前評議員（退任） 新評議員（選任）

氏名 所属・役職 氏名 所属・役職

塙　守幸 （株）大林組　
営業総本部営業担任本部長

遠藤　秀彰 （株）大林組　
東京本店営業部長

遠藤　元一 東日本高速道路（株）　参与 松﨑　薫 東日本高速道路（株）　
取締役兼常務執行役員

山本　卓朗 （一社）未来構想PF
代表理事・会長（前）

林　康雄 （一社）未来構想PF
代表理事・会長（新）

高松　亨 （株）地域開発研究所　顧問 ─ ─

2. 評議員の選任

退任挨拶をする家田前会長

就任挨拶をする羽藤新会長

（左から）退任される塙監事・家田代表理事・清水理事

合同役員会に出席した理事・監事・評議員

（左から）選任された白木原理事・徳山理事・茶木理事・羽藤代表理事・岩倉理事・金子理事・遠藤監事

News Letters: 活動報告
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Opinion 第6代 羽藤英二会長 就任挨拶

められるべきと述べておられるなど、
計交研45年の歴史のなかで、歴代の
会員の皆様と、豊かな交流の場が積
み重ねられてきたことが伺えます。
　講演・シンポジウム・視察といっ
た初期の計交研の活動を基本としな
がらも、家田前会長と水野高信元事
務局長と高橋祐治前事務局長を中心
とする事務局メンバーによって、イ
ブニングセミナー・現地視察・若手
勉強会・海外留学生サマーセミナ
ー・小研究会などへと発展的な活動
が近年展開されてきました。国土の
歴史に関心を寄せながら、都市と地
方をめぐるインフラの多様なプロジ
ェクトに目を向け、分野を超えた議
論を手繰り寄せるようなサロンが、
多くの会員の皆様の参画と厚い支援
を得て継続されてきたといっていい
でしょう。

　現在、国土の計画と交通をめぐる
環境は、激変しています。東日本大
震災から10年を経て、急激な人口減
少と福島の問題は現在進行形です
し、COVID-19による分断と格差、
リモート社会の進展は、国土の未来
像に大きな変化を求めています。気
候変動に伴うカーボンニュートラル

や流域治水の考えは、今後の国土管
理に大きな更新をもたらそうとして
います。メルケル首相が主導するノ
ルドスリーム2やGAIAA-Xを通じた
データ駆動型国土交通管理は、原発
に依存するフランスとタッグを組ん
だ国際インフラ戦略となって、習近
平の一帯一路戦略との対話を開始し
ました。一方バイデン米大統領のイ
ンフラセンシングを駆使した2兆ド
ル規模の新たなインフラニューディ
ール政策では、COVID-19時代の合
理的なインフラリーダーシップが示
され、交通産業と新たな都市設計を
巻き込みながら、地球規模の社会基
盤戦略の到来を予見させます。
　計交研を立ち上げた八十島義之助
先生は、学外実習で満州鉄道に行
き、終戦直後に陸軍召集解除され帰
ってきて、当時は日本がどうなるの
か解らなかったと述べています。焼
け野原になっていた国土の中で、日
本の再建について長期的な展望を求
められる中、江東地区が路面電車を
撤去してから交通手段が手薄なので
地下鉄をいれることで、東京の一点
集中をうすめていくように、臨海部
の都市開発と一体となったビジョン
を構想しています。国内外のさまざ
まなインフラプロジェクトを通じて、
国土の未来像を考え、その輪を当会
の会員の皆様と一緒に大きく広げて
きたといっていいでしょう。現代日
本において、計画と交通を考えるこ
とは新たな社会のあり方を考えるこ
とに他なりません。多くの会員の皆
様と一緒に、これからの国土と都市
のあり方を考え議論する場づくりを
通じて、会員相互の一層の交流と親
睦がはかれるようにと願っていると
同時に、その展開に是非ご期待いた
だきたいと存じます。

本 年4月23日に5代会長家田仁
先生の後を任され、計画・交

通研究会第6代会長に就任しまし
た。皆様ご存知のように、計画・交
通研究会は、2代会長の中村英夫先
生、3代会長の黒川洸先生、4代会長
の森地茂先生が中心になり、鈴木忠
義先生のあて塾や、高橋裕先生、井
上孝先生、中村良夫先生らが一緒に
なって幅の広い活動の基盤をつくり
あげてきたものです。

　「社団法人化10周年／設立45周年
特別号」を読むと、中村英夫先生は、
当会における鈴木先生のあて塾の活
動を全総計画に盛り込むなど計交研
の知的交流を大きく展開し、インフ
ラプロジェクトの70年を総括した上
で、日本橋をはじめとする国土の問
題を今も精力的に考え続けていま
す。また黒川洸先生は、地方都市の
中心市街地の再生において、先を読
みながら見直しを進める重要性につ
いて、現場から考えることの大切さ
を訴えておられます。森地茂先生は、
清水英範先生や上田孝行先生らと国
際化を大きく進めるとともに、この
分野がもっている問題の広さに対す
る情報交換こそが会の交流の中に求

［第6代 羽藤英二会長 就任挨拶］

Opinion:

激変する時代の
中で国土と都市を
考える場に

東京大学教授

羽藤 英二
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Interview第5代 家田仁会長 インタビュー

「眼からウロコ感」を多くつくってく
れた。幸いにそれらを面白がってい
ただく会員が多くて、所属する会員
企業の分野も幅が広がり、また会員
数と財政が圧倒的に改善されました。
　私の計交研会長の最後の年は土木
学会の会長との兼任でもあったので
すが、土木学会は4万人の大組織で
すから、新たに委員会などを立ち上
げるにはそれなりの準備や覚悟が要
る。それに比べて計画・交通研究会
は小さいからこそ、軽いフットワー
クで始められる利点は大きいですよ
ね。土木学会でやっている「海外イン
フラ展開の検討会」も前身は当会で
立ち上げましたし、ここから発展し
たものも多い。「海外人材養成プログ
ラム」も去年は当会が主催しました。
　今後に希望するのは一つは若手の
育成です。産官学、分野の違う人が
集まって研究をする、議論をして何
か発信する、あるいは若手が面白が
っていろんなことを集まってやる場
をつくりたい。そんなところから若
手研究者の会や小研究会などを立ち
あげました。八十島先生の時代とは
違うけれども、当時のようなざっく
ばらんに皆が集える環境があるとい
いですね。

　「流域治水」というコンセプトを土

木学会から提言して進めています
が、狭い意味での河川工学の世界を
超えて考えるべき領域が多く、総力
戦なんです。それには計画・交通研
究会のような多彩な分野で構成され
た組織こそが威力を発揮する。従来
型の国土計画とか都市計画に携わる
計画の人間と、水工分野の人たち
が、「餅は餅屋」というみみっちい発
想を乗り越え、専門にひきこもらず
発想をインテグレートするような場
になってもらいたい。また、一般的
に土木分野は、従来の「安価で役に
立つからいい」というような経済価
値とは次元の違うレベルでのすばら
しさを追求することにはまだまだ不
足するところがあるので、計交研で
は、土木やインフラがこれまであま
り得意としないような分野、例えば
文化や芸術、それから生物や生きて
いるものの世界などに踏み込んでも
いいのではないかと思いますね。
　第6代の羽藤英二会長は、私より
ずっと若く、また発想も私よりもず
っと広いですから、活動の幅も一層
広がると思いますよ。大いに期待し
ています。そして、会員の皆さん、
誠にありがとうございました。

八十島義之助先生を会長につく
られた計画・交通研究会は、

交通プロジェクトや交通インフラ整備
などの「交通」だけではなく、国土・
防災・河川等インフラに関する「計
画」は全てカバーする姿勢でスタート
しました。2013年5月に会長に就任
した当時、私はそのことを考え、分野
をできるだけ広げることが重要だと思
いました。イブニングセミナー（ES）

や見学会でも、一見、交通に直結しな
いように見える話題も積極的に取り
上げ、会員の皆さんが刺激と感じて、
狭義の交通や土木の垣根を取り払い、
インフラの概念が真に必要なあらゆる
ところまで広がるカルチャーをつくり
たいと思ったんですね。その後の会長
を務めた中村英夫先生、黒川洸先生、
森地茂先生が組織としてのフレームを
整えられたので、私はコンテンツの充
実とそれを通じた会の経営安定に全
力を注ぎました。
　企業会員には財政的にも大きく貢
献いただいていますので、ESは年1

回→年5回と大幅に増やし、そのほ
かにも日本インフラ留学生セミナー
やユニークラボ探訪などを新設しま
した。これは正解だったと思います
ね。また会報も格段に充実して、新
たな視点を会に持ち込んで、会員の

Interview:

［第5代 家田仁会長 インタビュー］

国土を愛し「俯瞰的総合力」を磨く
会員サロンへの期待

政策研究大学院大学教授
東京大学名誉教授 （広報委員長）

家田 仁 作家／エッセイスト
聞き手・執筆 茶木 環
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運 輸総合研究所は、1968年に交
通運輸及び観光に関するシン

クタンクとして設立されて以来今日
まで、研究調査や政策提言、各種セ
ミナーの開催等に精力的に取組んで
まいりました。　
　今日、我が国にあっては大きな構
造変革の渦中にあり、世界にあって
は不確実性を増す中で、2020年初か
らのCOVID-19のパンデミックは、

世界の政治・経済・社会に計り知れ
ない影響を及ぼしており、我が国
も、交通運輸及び観光産業をはじめ
経済・社会に甚大な影響を受けてい
ます。 

　当研究所は、このような現実を直
視し、「学術研究と実務的要請の橋
渡し」という設立の原点、また、交
通運輸・観光分野における我が国と
世界の橋渡しの役割を意識して、「世
の中の役に立つ」「使い物になる」成
果を出すべく活動してまいります。
　特に2021年度は、ポストコロナを
見据えた交通体系のあり方及び脱炭
素社会の実現をはじめ、新しいモビ
リティ、持続可能な観光地域経営に
向けた研究調査等に引続き重点を置
いて、研究調査等活動を進めます。
　加えて、4月1日にタイ王国バンコ
クに開設したアセアン・インド地域事

務所（ASEAN-India Regional Office 。

略称「AIRO」）において、東南・南ア
ジアを活動の対象地域として、交通
運輸政策及び観光政策の策定に資す
る研究調査や情報収集を行うととも
に、シンポジウム等の開催を通じて、
同地域の政府・学界・実務者等への
有益な情報発信及びこれら関係者と
のネットワークの構築を行います。
また、ワシントン国際問題研究所
（JITTI USA）の活動を一層充実させ、
これらの海外拠点と東京の本部とを
一体として、北米及び東南・南アジ
アをはじめ北東アジアや欧州等を含
む世界各地を視野に入れ、広域的か
つ戦略的な視点に立脚した研究調査
その他の活動を行う方針です。
　以下では、AIRO開設の経緯と当面
の活動内容等をご紹介いたします。

■AIRO開設の経緯
　AIROの活動対象エリアとなる東
南・南アジアは、日本にとって最も
関係が深く重要な地域の一つです。
当研究所では従前から、これらの地
域及び地域の皆様とともに種々の活
動を行ってきました。その中で現地
に活動拠点を置くことの必要性を実
感し、事務所開設の準備を数年前か
ら進めてきました。
　多くの国・都市の中から、事務所
の開設地として、タイ王国バンコク
を選んだ理由には、①交通運輸及び
観光分野の課題解決に向け当研究所
が貢献できる可能性が高い土地であ
ること、②東南・南アジアにおける
交通の要衝であり域内主要都市への
交通の便が良いこと、そして何より
も③アーコム財務大臣（前運輸大臣）、
サックサヤーム運輸大臣をはじめと
する多数の関係者の方々から事務所
開設に向け熱心なご支援・ご協力を
いただけたこと等の諸条件が揃って
いたことがあります。

　COVID-19の世界的蔓延による渡
航制限など、当初スケジュールから
の予期せぬ遅延もありましたが、昨
年10月にタイ政府に事務所の活動許
可申請を行い、本年2月に許可を得
て、無事4月1日に開設することが

一般財団法人運輸総合研究所

会員企業・団体百景Projects:

Projects: 会員企業・団体百景

AIROのロゴマーク

会長

宿利正史

アセアン・インド地域事務所を開設しました
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（1）東南・南アジアにおいて交通運
輸及び観光の発展を図ることを通じ
てより豊かな社会を創出することに
貢献すること
（2）この地域の交通運輸及び観光に
おける課題解決に向け学術・実務両
面における協力を実施することを通
じて現地において実感できる成果を
あげること

（3）現地と日本双方の関係者間の交
流・連携・協働を促進することを通
じて永続的な友好関係・信頼関係を
構築すること
　東南・南アジア諸国及び日本の政
府・企業関係者や研究者の方々と緊
密な連携を図りつつ、これらの使命
の実現に向け努力してまいります。

■AIROの活動内容
　この使命を踏まえ、AIROでは、①
研究調査、②セミナー・シンポジウ
ム等の開催、③情報発信・情報提供
及び④組織的・人的ネットワークの
構築・拡充という4つの活動に取り
組んでいくこととしています。
　具体的には、本年のできるだけ早
い段階で、現地において政府や関係
組織・関係者の方々とお会いして、
現地の情勢やニーズ等をお伺いする
とともに、AIROの活動の基盤となる
組織的・人的ネットワークの構築・
拡充に努めます。そして、こうした
活動で得られる知見や情報を踏ま

え、現地の要請やニーズ等に応える
取組みを進めることとしています。
　これらの取組みには、本部におい
て従前から取り組んできている交通
運輸及び観光の安全・安心の向上、
鉄道整備と沿線開発、新たなモビリ
ティ、物流等に関する研究調査やそ
れらに関するセミナー・シンポジウ
ム等の実施が含まれます。
　また、AIROのホームページ（現在

作成中であり、それまでは本部ホーム

ページ内に暫定的に日本語版（https://

www.jttri.or.jp/about/airo/）・ 英 語 版

（https://www.jttri.or.jp/english/about/

airo/）を開設しています。）に加え、
「AIRO-JOURNAL」（仮称）の発行、
本部ホームページへの「アセアン・
インド地域事務所レポート」の掲載
等様々な手段を通じた情報発信・情
報提供にも努めていくこととしてい
ます。

　これらの取組を通じてAIROの活
動の充実、強化を図る予定です。

　以上、AIRO開設に関し、簡単にご
紹介いたしました。最後になります
が、AIROは、東南・南アジア諸国と
日本の交通運輸及び観光分野におけ
る結びつきをより緊密かつ強固なも
のとしていく上で重要な役割を果た
すものと確信しています。歩み始め
たAIROを含む当研究所への皆さま
からの温かいご支援・ご協力をよろ
しくお願いします。

できました。開設に向け様々なご支
援・ご協力をいただきました全ての
皆さまに厚く御礼申し上げます。
　なお、AIROは、バンコクの高架鉄
道であるBTSと我が国が東南アジア
において初めて技術協力・経済協力
を実施した地下鉄であるMRTブルー

ラインが交わるアソーク（Asok）の交
差点からほど近いサーミットタワー
（Serm-Mit Tower）の17階にオフィス
があります。オフィスには日本から
派遣した研究者5名と現地スタッフ
2名が常駐しておりますので、機会
がございましたら是非ご訪問下さい。

■AIROの使命
　AIROでは、東南・南アジア諸国の
ニーズを踏まえたきめ細かい活動を
通じ、当研究所のモットーである「世
の中の役に立つ」「使い物になる」貢
献を行うことに取り組んでいくこと
としています。

　AIRO開設に際し、今後活動してい
く上での指針として、以下の3つの

使命を設定しました。

Projects: 会員企業・団体百景

サーミットタワー外観 チャオプラヤ川を航行する船舶

バンコク名物の大渋滞

整備が進むバンコクの都市鉄道
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　生き方や考え方
が全く違う、恐ろ
しく仲が悪い三兄
弟が、9名の巡礼
ツアーに参加す
る。実は、フラン
スとスペインの国
境の巡礼宿サン・
ジャン・ピエ・ド・ポーで母親の遺
産の受取条件がクリヤーされるのだ
が、三兄弟は800km先のサンティア
ゴまで仲良く歩き出す。巡礼ツアー
メンバー同士の連帯感も生まれた。
エンドロールで巡礼後の彼らの姿が
紹介される。皆、優しい人に変わっ
て幸せな人生を歩み始めていた。ど
うも巡礼を終えると、人はいい感じ
に変われるようだと感じた。
　当時、会社を辞めて時間もたっぷ
りあった。四国のお遍路も考えたが、
どうせ歩くなら、この際思い切ってス
ペインを歩こうと決断した。今から思
うと良い決断ができたと思っている。

本編は6月と7月にHP特別記事に掲
載します。

■プロローグ
　今から11年前の2010年の夏にス
ペインの巡礼路を歩いた。
　スペイン巡礼とはどのようなもの
か。いつ頃から始まったのか。巡礼
したことでなにか変わったのか。そ
の後の生き方になにか影響があった
のか。そのあたりを紹介させていだ
だくこととしよう。

　スペイン巡礼とは簡単に言うと、
聖地サンティアゴ・デ・コンポステ
ーラを目指してひたすら歩くこと
だ。自転車や騎馬も許されてはいる
が、ほとんどの巡礼者は歩く。
　サンティアゴ・デ・コンポステー
ラは、スペイン北部の海辺にある町
で、エルサレム、ローマと並ぶキリス
ト教の三大聖地の一つとなっている。

　サンティアゴは聖ヤコブのスペイ
ン語名（フランス語ではサン・ジャ
ック）で、ヤコブは、ローマ帝政時
代にスペインで布教活動を行ったキ
リストの十二使徒の一人。
　8世紀以降、キリスト教徒のレコ
ンキスタで聖ヤコブが現れ、劣勢だ
ったキリスト教軍をたびたび救った
という。聖ヤコブはスペインでのキ
リスト教の守護聖人となった。
　中世に巡礼路が整備され、12世紀
には年間50万人もの巡礼者がこの地
を訪れたそうだ。近年、スペイン巡
礼が世界中から再び注目され、2017

年には30万人が歩いている。

　スペイン巡礼を思い立ったきっか
けは、あるフランス映画だった。2007

年にリリースされた「サン・ジャック
への道」は実に傑作な映画だった。

巡礼と道
～スペイン巡礼紀行～

（一社）計画・交通研究会
事務局長

白木原隆雄

Column:

巡礼ルート
映画「サン・ジャック
への道」（DVD）の紹介

巡礼13日目　オンタナス付近の巡礼路

巡礼26日目　オ・セブレイロ付近の巡礼路

Column: コラム
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